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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・抄録集が青陽館に届いている為、一人1冊持っていくようにしてください。
・5月16日～11月15日までを対象期間とし、行動観察メモを作成してください。
・11/10（土）青風荘で火災を想定した避難訓練が行われます。
・11/3（土）は写真撮影まで時間があるため、窓ふきなど普段掃除出来ていない箇所の清掃を行います。
・11/16から管理栄養士は工藤弘美さんから鈴木文子さんへ変更となります。同フロアについたスタッフは業務内容の指導をお願いします。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル
②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
〔院内・法人内・グループ内研修〕

①11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」
②11/12（月）看護グループ内研修　「救急対応」
＜提出期限＞

・11/5（月）昼　10月分月報
・11/8（木）10月分経過録

＜利用者様情報＞
デイケア

・大下　伸治　様～本人より電話があり、風邪を引き、内科受診の為欠席の連絡がある。発熱はないが、喉の痛みがあると言い、嗄声がある。グルーホーム世話人へ相談しているとの事で体調を整えて、来週通所できるように伝えて終話している。
・豊川　明男　様～グループホーム世話人から情報提供があり、昨日内科受診したが、本日も風邪が良くならない為欠席と話していたとの事。その後本人より電話があり、咽頭痛の為欠席希望があり、デイケア欠席となる。


・番沢　政勝　様～マスクを着け、来所している。体調を問うと熱はないが、倦怠感、咳嗽、咽頭痛があると言い、病院受診していないとの事。体調不調が続いている為、病院受診をしては促すが「熱ないしな。」と返答している。その後、グループホーム世話人から情報提供があり、体調不良が続いており、腰椎ヘルニアも悪化しているとの事でデイケアでも様子を見て欲しいとの事。デイケアでは普段通り過ごしているが、引き続き様子観察を行っていく。






・淡路　智恵子様～昨日前にバスへ乗車の際に転倒、膝と鎖骨の痛みを訴えている。右膝に内出血を確認している。世話人へ話していないとの事で早めに相談して痛みが悪化するようであれば、整形外科受診をした方が良いことを助言している。グループホーム世話人へ情報提供している。


・佐々木　理佳様～先日、主治医意見書の件でハローワークへ問い合わせたと話していた為、結果を確認すると問い合わせはしていないとの事。この件は青陽館スタッフが行うと病院の相談員から説明があったと言う為、問い合わせは自分で行い不明は事はこちらへ確認するようにと説明をし直している。デイケア終了後に問い合わせをし、結果を当館へ連絡頂く事とした。昨日、特定相談員の件で三戸役場の住民福祉課へ相談に行き、後日自宅へ訪問すると話していたとの事。先に特定相談員の相談に行った事に対して「昨日訪問看護で言われたから。」と言い、こちらへ相談なく行動を起こしている。表情活気なく、午後より静養室で20分程休養し、プログラムへ参加している。





・五十嵐知恵美様～本日デイケア見学を実施。利用目的を確認し、体験利用を提案しつつ、利用意志を確認していく。
・成田　尚史　様～本日体験利用実施。今後の正式利用に関して、本人の意思を確認しつつ対応していく。






デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、帰荘後20：00頃にラジオの音量が高いことがある。本人様に注意をするため、訪室するがいなく洗面所におり、その場で注意をしている。本日のデイナイトケアでは、スタッフに「いつもそんなに笑顔だっけか？」「いいね」と話し掛けており、昨日見られていた易怒的な態度はない。その他、スタッフが他利用者と作業を行っていると、少し離れた位置から声高に割って話し掛けることがある。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報提供があり、清浄綿の使用について話をしている。清潔を保つために、使用していること等を伝えるが、納得していない様子が見らえている。現在、所持している清浄綿の枚数を確認すると、0枚であるため、4枚本人様に渡しているとのこと。医師より本人様が行わない様子であれば、スタッフが行うよう指示が出ていたとのことで、今後も拒否が継続して聞かれるようであれば、スタッフによる介入を行っていく。
・岩城　敏夫　様～スタッフへ、「時計が直ったんだよ」と話し掛けがあるため、故障していたのか尋ねると、「壊されたんだよ」と誰かに壊されたと話している。誰に壊されたのか確認するが、「内緒」と名前を挙げることはない。そのため、普段肌身離さず見に付けている為、誰かが壊すのは難しいのではないかと話すが、入浴の際に外すため、その際に壊されたと話している。誰かに壊されたと考えるのではなく、故障した可能性もあることを伝えるが納得した様子は見られていない。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、最近、就寝前薬を服用する時間に遅れてくる事が続いているとのこと。本人様に以前より注意するよう話すが、「はい」と返事はするが、時間を守ることは出来ていない。
ナイトケア
・村上　元道　様～「夕食代の支払いができない」と10/30ナイトケアを欠席したことや、当院へ兄と名乗る人物から連絡があったことについてグループホーム世話人に情報提供している。「最近疲れて就寝前薬を23時とかに飲むことが増えてきんだよねー」と話すことから主治医に相談するよう助言している。「色々あって胃の調子が悪くて市販薬飲んでる」と夕食後に当院処方薬と胃薬を服用している。金銭面や家族関係等について不満や不安を訴えることはない。

＜外来業務の話し合い＞
●外来機能の在り方について考える●
現在の問題点　①新患の待ち時間が長い　②外来部門の情報共有とお互いの理解が不足
　　　　　　　　　　　　↓
原因
・各種検査とインテークが同時進行出来ない場合（本人から聞き取る場合）がある為。
・精神科病院の特性上（なのか？）、診察までに行わなければならない工程（検査・インテ
ーク等）が多い為。
・受診予定人数が予約枠を超えている為。
・週（曜日）によって、新患数の片寄りが見られる。

・2診の新患予約のバランスを取る必要があるのではないか？
・新患だけを診る「新患日」を設けてはどうか？
　　　　　　　　　　　　↓
★外来・医事・ＰＳＷ・心理・検査等、外来業務に関わる職種だけでなく、「医師」も含め
た話し合いが必要なのではないか？
★“待ち時間の短縮”だけでなく、「新患の受け入れ方法の見直し」が必要なのではないか？
　　　　　　　　　　　　↓
外来の流れを見直し・整理することで、待ち時間の短縮・問題点の抽出に繋がるのではないか？
※11/5（月）より、朝（8：30～）と夕（16：50～）の2回/日、外来申し送り（ミーティング）を行います。

＜外来患者様情報＞

・二川目　健治様～市民病院での甲状腺検査の結果としても落ち着いているようである。ただ、多血症も指摘されていて、禁煙を始動されているが、まだ30本くらい吸っているようである。仕事の方はシイタケ栽培と公園の整備など行っていて休まずに行っているという。指導する人が怒りっぽい人がいるようでストレスにはなるという。夜間の睡眠は取れて概ね精神状態も安定している。
・津嶋　イチ子様～本日、インフルエンザ予防接種施行する。最近は寒くなって、感冒症状が生じたこともあったというが、本日は熱発もないようである。食事摂取は出来ている。夜間の睡眠もとれている。デイナイトケアでは、他の利用者から、口論の後に叩かれる事があったようである。診察時は落ちついて疎通が摂れている。
・古舘　正行　様～本日、インフルエンザ予防接種施行する。10月18日から感冒症状あって、内科受診していた。現在は症状は無くなってきている。食事摂取も出来ている。夜間の睡眠もとれている。青風荘内での清掃などの日課も取り組むことが出来ている。精神症状面で欠陥はあるが、それなりに気分は安定した状態にある。
・中村　鶴子　様～最近の調子に関しては、特に変わりはなくすごしていた。相変わらず「空想」することがあると言うが、今回は「家が火事になって、その時長女は作業所に行っていて無事であった、というニュースが流されたらどうしよう」など考えていたという。物忘れは大きなものは無かった。作業は続けている。訪問看護は週に１回にしたいという。精神症状面では安定している。朝に鼻汁が生じやすいという。１９ツムラ小青竜湯エキス顆粒（医療用）　３ｇ／包（ヒート） 1 包 　1日1回　ねる前14日分処方している。

・佐々木　常夫様～前回処方した薬剤にて「体がだるい」「ふらふらする」「口の渇き」「体が締め付けられる」「生殖器不能、インポテンツ」等の症状が生じているといういことで来院する。本人はハロマンス注射を希望している。眼球上転が生じる可能性はつたえる。本日から、同剤の注射を行っていく。この薬剤ではインポテンツは無かったと話している。
